
第１７号議案  

 

 

 

中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条

例施行規則等の一部を改正する規則  

 

 

 

上記の議案を提出します。  

 

 

 

令和７年（２０２５年）２月７日  

 

 

 

提出者  中野区教育委員会教育長  田代  雅規  

 

 

 

 

 

（提案理由）  

区議会第４回定例会にて議決された「中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、

休暇等に関する条例」及び「中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、休日、

休暇等に関する条例」の一部を改正する条例の公布に伴い、関連する規則の改正を

行う必要がある。 



中野区教育委員会規則第１７号  

 

   中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条

例施行規則等の一部を改正する規則  

 

 （中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例

施行規則の一部改正）  

第１条  中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する

条例施行規則（平成１２年中野区教育委員会規則第６号）の一部を

次のように改正する。  

  第３０条の２第３項中「よる部分休業」の次に「又は条例第１８

条の３第１項の規定による子育て部分休暇」を、「当該部分休業」

の次に「又は当該子育て部分休暇」を加える。  

  第３０条の２の次に次の１条を加える。  

  （子育て部分休暇）  

 第３０条の２の２  子育て部分休暇の承認は、正規の勤務時間の始

め又は終わりに、１日につき２時間を超えない範囲内で、３０分

を単位として行うものとする。  

 ２  中野区職員の育児休業等に関する条例第１５条の規定による部

分休業、条例第１７条第１項の規定による育児時間又は条例第１

８条の２第１項の規定による介護時間の承認を受けて勤務しない

時間がある職員に対する子育て部分休暇の承認については、１日

につき２時間から当該部分休業、当該育児時間又は当該介護時間

の承認を受けて勤務しない時間を減じた時間を超えない範囲内で

行うものとする。  

 ３  教育委員会は、子育て部分休暇について、養育を必要とする事

由を確認する必要があると認めるときは、証明書等の提出を求め

ることができる。  



 ４  子育て部分休暇の申請は、庶務事務システムにより行うものと

する。ただし、庶務事務システムにより難い場合は、別記様式第

９号の３及び別記様式第９号の４様式により行うことができる。  

 ５  教育委員会は、子育て部分休暇の申請について、条例第１８条

の３第１項に定める場合に該当すると認めるときは、これを承認

しなければならない。ただし、当該申請に係る期間のうち公務の

運営に支障がある日又は時間については、この限りでない。  

 ６  子育て部分休暇の承認は、当該子育て部分休暇を取得している

職員が産前の休業を始め、若しくは出産した場合、当該職員が休

職若しくは停職の処分を受けた場合又は当該子育て部分休暇に係

る子が死亡し、若しくは当該職員の子でなくなった場合（当該子

育て部分休暇に係る子のうち条例第１８条の３第１項に規定する

障害者又は障害児であるものが当該障害者又は障害児でなくなっ

た場合を含む。）には、その効力を失う。  

 ７  教育委員会は、次に掲げる事由があるときは、子育て部分休暇

の承認を取り消すものとする。  

  ⑴  子育て部分休暇を取得している職員が当該子育て部分休暇に

係る子を養育しなくなったとき。  

  ⑵  子育て部分休暇を取得している職員について当該子育て部分

休暇に係る子以外の子に係る子育て部分休暇を承認しようとす

るとき。  

  ⑶  子育て部分休暇を取得している職員について当該子育て部分

休暇の内容と異なる内容の子育て部分休暇を承認しようとする

とき。  

 ８  職員は、子育て部分休暇に係る子の養育状況に変更が生じた場

合には、庶務事務システムにより教育委員会に届け出なければな

らない。ただし、庶務事務システムにより難い場合は、別記様式

第９号の５により教育委員会に届け出ることができる。  



  別記様式第９号の２の次に次の３様式を加える。  

  



 （中野区立幼稚園教育職員の期末手当に関する規則の一部改正）  

第２条  中野区立幼稚園教育職員の期末手当に関する規則（平成１２

年中野区教育委員会規則第１３号）の一部を次のように改正する。  

  第５条第１項第１０号中「の規定により」を「に規定する」に改

め、「修学部分休業」の次に「（以下「修学部分休業」という。）」

を加え、同項第１１号中「の規定により」を「に規定する」に改め、

「高齢者部分休業」の次に「（以下「高齢者部分休業」という。）」

を加え、同条第５項中「法第２６条の２第１項に規定する」及び

「法第２６条の３第１項に規定する」を削り、「又は育児休業法」

を「、育児休業法」に、「（以下」を「又は勤務時間条例第１８条

の３に規定する子育て部分休暇により勤務しない時間（以下」に改

める。  

 （中野区立幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部改正）  

第３条  中野区立幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則（平成１２

年中野区教育委員会規則第１４号）の一部を次のように改正する。  

  第５条第１項第１０号中「の規定により」を「に規定する」に改

め、「修学部分休業」の次に「（以下「修学部分休業」という。）」

を加え、同項第１１号中「高齢者部分休業」の次に「（以下「高齢

者部分休業」という。）」を加え、同条第５項中「法第２６条の２

第１項に規定する」及び「法第２６条の３第１項に規定する」を削

り、「若しくは」を「、勤務時間条例第１８条の３に規定する子育

て部分休暇（以下「子育て部分休暇」という。）により勤務しない

時間若しくは」に改め、同条第７項中「介護時間又は」を「介護時

間、子育て部分休暇又は」に改める。  

 （中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、休日、休暇等に

関する条例施行規則の一部改正）  

第４条  中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、休日、休暇

等に関する条例施行規則（平成２９年中野区教育委員会規則第１１



号）の一部を次のように改正する。  

  第３５条第３項中「よる部分休業」の次に「又は条例第１９条の

２第１項の規定による子育て部分休暇」を、「当該部分休業」の次

に「又は当該子育て部分休暇」を加える。  

  第３５条の次に次の１条を加える。  

  （子育て部分休暇）  

 第３５条の２  子育て部分休暇の承認は、正規の勤務時間の始め又

は終わりに、１日につき２時間を超えない範囲内で、３０分を単

位として行うものとする。  

 ２  中野区職員の育児休業等に関する条例第１５条の規定による部

分休業、条例第１７条第１項の規定による育児時間又は条例第１

９条第１項の規定による介護時間の承認を受けて勤務しない時間

がある職員に対する子育て部分休暇の承認については、１日につ

き２時間から当該部分休業、当該育児時間又は当該介護時間の承

認を受けて勤務しない時間を減じた時間を超えない範囲内で行う

ものとする。  

 ３  教育委員会は、子育て部分休暇について、養育を必要とする事

由を確認する必要があると認めるときは、証明書等の提出を求め

ることができる。  

 ４  子育て部分休暇の申請は、庶務事務システムにより行うものと

する。ただし、庶務事務システムにより難い場合は、別記様式第

１２号の２及び別記様式第１２号の３により行うことができる。  

 ５  教育委員会は、子育て部分休暇の申請について、条例第１９条

の２第１項に定める場合に該当すると認めるときは、これを承認

しなければならない。ただし、当該申請に係る期間のうち公務の

運営に支障がある日又は時間については、この限りでない。  

 ６  子育て部分休暇の承認は、当該子育て部分休暇を取得している

職員が産前の休業を始め、若しくは出産した場合、当該職員が休



職若しくは停職の処分を受けた場合又は当該子育て部分休暇に係

る子が死亡し、若しくは当該職員の子でなくなった場合（当該子

育て部分休暇に係る子のうち条例第１９条の２第１項に規定する

障害者又は障害児であるものが当該障害者又は障害児でなくなっ

た場合を含む。）には、その効力を失う。  

 ７  教育委員会は、次に掲げる事由があるときは、子育て部分休暇

の承認を取り消すものとする。  

  ⑴  子育て部分休暇を取得している職員が当該子育て部分休暇に

係る子を養育しなくなったとき。  

  ⑵  子育て部分休暇を取得している職員について当該子育て部分

休暇に係る子以外の子に係る子育て部分休暇を承認しようとす

るとき。  

  ⑶  子育て部分休暇を取得している職員について当該子育て部分

休暇の内容と異なる内容の子育て部分休暇を承認しようとする

とき。  

 ８  職員は、子育て部分休暇に係る子の養育状況に変更が生じた場

合には、庶務事務システムにより教育委員会に届け出なければな

らない。ただし、庶務事務システムにより難い場合は、別記様式

第１２号の４により教育委員会に届け出ることができる。  

  別記様式第１２号の次に次の３様式を加える。  

  



 （中野区立小学校及び中学校教育職員の期末手当に関する規則の一

部改正）  

第５条  中野区立小学校及び中学校教育職員の期末手当に関する規則

（平成２９年中野区教育委員会規則第１７号）の一部を次のように

改正する。  

  第５条第３項中「又は育児休業法」を「、育児休業法」に、「（以

下」を「又は勤務時間条例第１９条の２に規定する子育て部分休暇に

より勤務しない時間（以下」に改める。  

 （中野区立小学校及び中学校教育職員の勤勉手当に関する規則の一

部改正）  

第６条  中野区立小学校及び中学校教育職員の勤勉手当に関する規則

（平成２９年中野区教育委員会規則第１８号）の一部を次のように

改正する。  

  第５条第３項中「若しくは」を「、勤務時間条例第１９条の２に

規定する子育て部分休暇（以下「子育て部分休暇」という。）によ

り勤務しない時間若しくは」に改め、同条第５項中「介護時間」の

次に「、子育て部分休暇」を加える。  

   附  則  

 （施行期日）  

１  この規則は、令和７年４月１日から施行する。  

 （中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例

施行規則の改正に伴う準備行為）  

２  第１条の規定による改正後の中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、

休日、休暇等に関する条例施行規則第３０条の２の２の規定による

子育て部分休暇の申請は、この規則の施行の日前においても行うこ

とができる。  

 （中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、休日、休暇等に

関する条例施行規則の改正に伴う準備行為）  



３  第４条の規定による改正後の中野区立小学校及び中学校教育職員

の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則第３５条の２の規

定による子育て部分休暇の申請は、この規則の施行の日前において

も行うことができる。  

 



別記様式第９号の３様式（第３０条の２の２関係) 

 

子育て部分休暇承認申請書 

 

年   月   日提出 

 

（承認権者） 

                  殿 

請

求

者 

所 属 

職務名 

氏 名             

 次のとおり子育て部分休暇の承認を申請します。 

1 申請に係る子 

氏 名   

続 柄 等   

生年月日 年   月   日 

２ 申請期間及び

時間 

期 間 時 間 

年  月  日から 

 

年  月  日まで 

 

□ 毎日 

 

□ その他 

(     ) 

午前  時  分から 

    時  分まで 

午後  時  分から 

    時  分まで 

年  月  日から 

 

年  月  日まで 

 

□ 毎日 

 

□ その他 

(     ) 

午前  時  分から 

    時  分まで 

午後  時  分から 

    時  分まで 

３ 備 考   

 

注１ 申請に当たっては、母子健康手帳等を提示すること。 

 ２ 該当する□にはレ印を記入すること。 



別記様式第９号の４（第３０条の２の２関係） 

 

子育て部分休暇承認取消申請書  

 

年  月分 

 

（承認権者） 

                  殿 

所属 

職務名 

氏名 

 次のとおり子育て部分休暇の承認の取消しを申請します。 

日

付 

休暇の承認を取り消された時間 

時 間 数 
承 認 

権 者 
担当者 備 考 

午 前 午 後 

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

     月    間     計 時間 

分 

   

 



別記様式第９号の５（第３０条の２の２関係） 

 

養 育 状 況 変 更 届 

 

年   月   日提出 

 

（承認権者） 

                  殿 

 

 
所 属 

職務名 

氏 名  

 

次のとおり 子育て部分休暇 に係る子の養育の状況について変更が生じたので届け出ます。 

 

１ 届 出 の 事 由 

□ 子育て部分休暇に係る子を養育しなくなった 

□ 同居しなくなった □ 負傷・疾病 □ その他（           ） 

□ 子育て部分休暇に係る子が死亡した 

□ 子育て部分休暇に係る子と離縁した 

□ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が取り消された 

□ 子育て部分休暇に係る子との親族関係が特別養子縁組により終了した 

□ 子育て部分休暇に係る子についての民法第８１７条の２第１項の規定による請求に係る家

事審判事件が終了した 

□ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が成立しないまま児童福祉法第２７条第１項第３号

の規定による措置が解除された 

□ 条例第１８条の３第１項に規定する障害者又は障害児である子育て部分休暇に係る子が当

該障害者又は障害児でなくなった 

□ その他（                                    ） 

２ 届出事由が発生した日 

    年   月   日 

 

（注） 該当する□にはレ印を記入すること。 



別記様式第１２号の２様式（第３５条の２関係) 

 

子育て部分休暇承認申請書 

 

年   月   日提出 

 

（承認権者） 

                  殿 

請

求

者 

所 属 

職務名 

氏 名             

 次のとおり子育て部分休暇の承認を申請します。 

1 申請に係る子 

氏 名   

続 柄 等   

生年月日 年   月   日 

２ 申請期間及び

時間 

期 間 時 間 

年  月  日から 

 

年  月  日まで 

 

□ 毎日 

 

□ その他 

(     ) 

午前  時  分から 

    時  分まで 

午後  時  分から 

    時  分まで 

年  月  日から 

 

年  月  日まで 

 

□ 毎日 

 

□ その他 

(     ) 

午前  時  分から 

    時  分まで 

午後  時  分から 

    時  分まで 

３ 備 考   

 

注１ 申請に当たっては、母子健康手帳等を提示すること。 

 ２ 該当する□にはレ印を記入すること。 



別記様式第１２号の３（第３５条の２関係） 

 

子育て部分休暇承認取消申請書  

 

年  月分 

 

（承認権者） 

                  殿 

所属 

職務名 

氏名 

 次のとおり子育て部分休暇の承認の取消しを申請します。 

日

付 

休暇の承認を取り消された時間 

時 間 数 
承 認 

権 者 
担当者 備 考 

午 前 午 後 

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

     月    間     計 時間 

分 

   

 



別記様式第１２号の４（第３５条の２関係） 

 

養 育 状 況 変 更 届 

 

年   月   日提出 

 

（承認権者） 

                  殿 

 

 
所 属 

職務名 

氏 名  

 

次のとおり 子育て部分休暇 に係る子の養育の状況について変更が生じたので届け出ます。 

 

１ 届 出 の 事 由 

□ 子育て部分休暇に係る子を養育しなくなった 

□ 同居しなくなった □ 負傷・疾病 □ その他（           ） 

□ 子育て部分休暇に係る子が死亡した 

□ 子育て部分休暇に係る子と離縁した 

□ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が取り消された 

□ 子育て部分休暇に係る子との親族関係が特別養子縁組により終了した 

□ 子育て部分休暇に係る子についての民法第８１７条の２第１項の規定による請求に係る家

事審判事件が終了した 

□ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が成立しないまま児童福祉法第２７条第１項第３号

の規定による措置が解除された 

□ 条例第１９条の２第１項に規定する障害者又は障害児である子育て部分休暇に係る子が当

該障害者又は障害児でなくなった 

□ その他（                                    ） 

２ 届出事由が発生した日 

    年   月   日 

 

（注） 該当する□にはレ印を記入すること。 



第１７号議案  

 

 

 

中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条

例施行規則等の一部を改正する規則  

 

 

 

上記の議案を提出します。  

 

 

 

令和７年（２０２５年）２月７日  

 

 

 

提出者  中野区教育委員会教育長  田代  雅規  

 

 

 

 

 

（提案理由）  

区議会第４回定例会にて議決された「中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、

休暇等に関する条例」及び「中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、休日、

休暇等に関する条例」の一部を改正する条例の公布に伴い、関連する規則の改正を

行う必要がある。 



中野区教育委員会規則第１７号  

 

   中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条

例施行規則等の一部を改正する規則  

 

 （中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例

施行規則の一部改正）  

第１条  中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する

条例施行規則（平成１２年中野区教育委員会規則第６号）の一部を

次のように改正する。  

  第３０条の２第３項中「よる部分休業」の次に「又は条例第１８

条の３第１項の規定による子育て部分休暇」を、「当該部分休業」

の次に「又は当該子育て部分休暇」を加える。  

  第３０条の２の次に次の１条を加える。  

  （子育て部分休暇）  

 第３０条の２の２  子育て部分休暇の承認は、正規の勤務時間の始

め又は終わりに、１日につき２時間を超えない範囲内で、３０分

を単位として行うものとする。  

 ２  中野区職員の育児休業等に関する条例第１５条の規定による部

分休業、条例第１７条第１項の規定による育児時間又は条例第１

８条の２第１項の規定による介護時間の承認を受けて勤務しない

時間がある職員に対する子育て部分休暇の承認については、１日

につき２時間から当該部分休業、当該育児時間又は当該介護時間

の承認を受けて勤務しない時間を減じた時間を超えない範囲内で

行うものとする。  

 ３  教育委員会は、子育て部分休暇について、養育を必要とする事

由を確認する必要があると認めるときは、証明書等の提出を求め

ることができる。  



 ４  子育て部分休暇の申請は、庶務事務システムにより行うものと

する。ただし、庶務事務システムにより難い場合は、別記様式第

９号の３及び別記様式第９号の４様式により行うことができる。  

 ５  教育委員会は、子育て部分休暇の申請について、条例第１８条

の３第１項に定める場合に該当すると認めるときは、これを承認

しなければならない。ただし、当該申請に係る期間のうち公務の

運営に支障がある日又は時間については、この限りでない。  

 ６  子育て部分休暇の承認は、当該子育て部分休暇を取得している

職員が産前の休業を始め、若しくは出産した場合、当該職員が休

職若しくは停職の処分を受けた場合又は当該子育て部分休暇に係

る子が死亡し、若しくは当該職員の子でなくなった場合（当該子

育て部分休暇に係る子のうち条例第１８条の３第１項に規定する

障害者又は障害児であるものが当該障害者又は障害児でなくなっ

た場合を含む。）には、その効力を失う。  

 ７  教育委員会は、次に掲げる事由があるときは、子育て部分休暇

の承認を取り消すものとする。  

  ⑴  子育て部分休暇を取得している職員が当該子育て部分休暇に

係る子を養育しなくなったとき。  

  ⑵  子育て部分休暇を取得している職員について当該子育て部分

休暇に係る子以外の子に係る子育て部分休暇を承認しようとす

るとき。  

  ⑶  子育て部分休暇を取得している職員について当該子育て部分

休暇の内容と異なる内容の子育て部分休暇を承認しようとする

とき。  

 ８  職員は、子育て部分休暇に係る子の養育状況に変更が生じた場

合には、庶務事務システムにより教育委員会に届け出なければな

らない。ただし、庶務事務システムにより難い場合は、別記様式

第９号の５により教育委員会に届け出ることができる。  



  別記様式第９号の２の次に次の３様式を加える。  

  



 （中野区立幼稚園教育職員の期末手当に関する規則の一部改正）  

第２条  中野区立幼稚園教育職員の期末手当に関する規則（平成１２

年中野区教育委員会規則第１３号）の一部を次のように改正する。  

  第５条第１項第１０号中「の規定により」を「に規定する」に改

め、「修学部分休業」の次に「（以下「修学部分休業」という。）」

を加え、同項第１１号中「の規定により」を「に規定する」に改め、

「高齢者部分休業」の次に「（以下「高齢者部分休業」という。）」

を加え、同条第５項中「法第２６条の２第１項に規定する」及び

「法第２６条の３第１項に規定する」を削り、「又は育児休業法」

を「、育児休業法」に、「（以下」を「又は勤務時間条例第１８条

の３に規定する子育て部分休暇により勤務しない時間（以下」に改

める。  

 （中野区立幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部改正）  

第３条  中野区立幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則（平成１２

年中野区教育委員会規則第１４号）の一部を次のように改正する。  

  第５条第１項第１０号中「の規定により」を「に規定する」に改

め、「修学部分休業」の次に「（以下「修学部分休業」という。）」

を加え、同項第１１号中「高齢者部分休業」の次に「（以下「高齢

者部分休業」という。）」を加え、同条第５項中「法第２６条の２

第１項に規定する」及び「法第２６条の３第１項に規定する」を削

り、「若しくは」を「、勤務時間条例第１８条の３に規定する子育

て部分休暇（以下「子育て部分休暇」という。）により勤務しない

時間若しくは」に改め、同条第７項中「介護時間又は」を「介護時

間、子育て部分休暇又は」に改める。  

 （中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、休日、休暇等に

関する条例施行規則の一部改正）  

第４条  中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、休日、休暇

等に関する条例施行規則（平成２９年中野区教育委員会規則第１１



号）の一部を次のように改正する。  

  第３５条第３項中「よる部分休業」の次に「又は条例第１９条の

２第１項の規定による子育て部分休暇」を、「当該部分休業」の次

に「又は当該子育て部分休暇」を加える。  

  第３５条の次に次の１条を加える。  

  （子育て部分休暇）  

 第３５条の２  子育て部分休暇の承認は、正規の勤務時間の始め又

は終わりに、１日につき２時間を超えない範囲内で、３０分を単

位として行うものとする。  

 ２  中野区職員の育児休業等に関する条例第１５条の規定による部

分休業、条例第１７条第１項の規定による育児時間又は条例第１

９条第１項の規定による介護時間の承認を受けて勤務しない時間

がある職員に対する子育て部分休暇の承認については、１日につ

き２時間から当該部分休業、当該育児時間又は当該介護時間の承

認を受けて勤務しない時間を減じた時間を超えない範囲内で行う

ものとする。  

 ３  教育委員会は、子育て部分休暇について、養育を必要とする事

由を確認する必要があると認めるときは、証明書等の提出を求め

ることができる。  

 ４  子育て部分休暇の申請は、庶務事務システムにより行うものと

する。ただし、庶務事務システムにより難い場合は、別記様式第

１２号の２及び別記様式第１２号の３により行うことができる。  

 ５  教育委員会は、子育て部分休暇の申請について、条例第１９条

の２第１項に定める場合に該当すると認めるときは、これを承認

しなければならない。ただし、当該申請に係る期間のうち公務の

運営に支障がある日又は時間については、この限りでない。  

 ６  子育て部分休暇の承認は、当該子育て部分休暇を取得している

職員が産前の休業を始め、若しくは出産した場合、当該職員が休



職若しくは停職の処分を受けた場合又は当該子育て部分休暇に係

る子が死亡し、若しくは当該職員の子でなくなった場合（当該子

育て部分休暇に係る子のうち条例第１９条の２第１項に規定する

障害者又は障害児であるものが当該障害者又は障害児でなくなっ

た場合を含む。）には、その効力を失う。  

 ７  教育委員会は、次に掲げる事由があるときは、子育て部分休暇

の承認を取り消すものとする。  

  ⑴  子育て部分休暇を取得している職員が当該子育て部分休暇に

係る子を養育しなくなったとき。  

  ⑵  子育て部分休暇を取得している職員について当該子育て部分

休暇に係る子以外の子に係る子育て部分休暇を承認しようとす

るとき。  

  ⑶  子育て部分休暇を取得している職員について当該子育て部分

休暇の内容と異なる内容の子育て部分休暇を承認しようとする

とき。  

 ８  職員は、子育て部分休暇に係る子の養育状況に変更が生じた場

合には、庶務事務システムにより教育委員会に届け出なければな

らない。ただし、庶務事務システムにより難い場合は、別記様式

第１２号の４により教育委員会に届け出ることができる。  

  別記様式第１２号の次に次の３様式を加える。  

  



 （中野区立小学校及び中学校教育職員の期末手当に関する規則の一

部改正）  

第５条  中野区立小学校及び中学校教育職員の期末手当に関する規則

（平成２９年中野区教育委員会規則第１７号）の一部を次のように

改正する。  

  第５条第３項中「又は育児休業法」を「、育児休業法」に、「（以

下」を「又は勤務時間条例第１９条の２に規定する子育て部分休暇に

より勤務しない時間（以下」に改める。  

 （中野区立小学校及び中学校教育職員の勤勉手当に関する規則の一

部改正）  

第６条  中野区立小学校及び中学校教育職員の勤勉手当に関する規則

（平成２９年中野区教育委員会規則第１８号）の一部を次のように

改正する。  

  第５条第３項中「若しくは」を「、勤務時間条例第１９条の２に

規定する子育て部分休暇（以下「子育て部分休暇」という。）によ

り勤務しない時間若しくは」に改め、同条第５項中「介護時間」の

次に「、子育て部分休暇」を加える。  

   附  則  

 （施行期日）  

１  この規則は、令和７年４月１日から施行する。  

 （中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例

施行規則の改正に伴う準備行為）  

２  第１条の規定による改正後の中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、

休日、休暇等に関する条例施行規則第３０条の２の２の規定による

子育て部分休暇の申請は、この規則の施行の日前においても行うこ

とができる。  

 （中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、休日、休暇等に

関する条例施行規則の改正に伴う準備行為）  



３  第４条の規定による改正後の中野区立小学校及び中学校教育職員

の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則第３５条の２の規

定による子育て部分休暇の申請は、この規則の施行の日前において

も行うことができる。  

 



別記様式第９号の３様式（第３０条の２の２関係) 

 

子育て部分休暇承認申請書 

 

年   月   日提出 

 

（承認権者） 

                  殿 

請

求

者 

所 属 

職務名 

氏 名             

 次のとおり子育て部分休暇の承認を申請します。 

1 申請に係る子 

氏 名   

続 柄 等   

生年月日 年   月   日 

２ 申請期間及び

時間 

期 間 時 間 

年  月  日から 

 

年  月  日まで 

 

□ 毎日 

 

□ その他 

(     ) 

午前  時  分から 

    時  分まで 

午後  時  分から 

    時  分まで 

年  月  日から 

 

年  月  日まで 

 

□ 毎日 

 

□ その他 

(     ) 

午前  時  分から 

    時  分まで 

午後  時  分から 

    時  分まで 

３ 備 考   

 

注１ 申請に当たっては、母子健康手帳等を提示すること。 

 ２ 該当する□にはレ印を記入すること。 



別記様式第９号の４（第３０条の２の２関係） 

 

子育て部分休暇承認取消申請書  

 

年  月分 

 

（承認権者） 

                  殿 

所属 

職務名 

氏名 

 次のとおり子育て部分休暇の承認の取消しを申請します。 

日

付 

休暇の承認を取り消された時間 

時 間 数 
承 認 

権 者 
担当者 備 考 

午 前 午 後 

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

     月    間     計 時間 

分 

   

 



別記様式第９号の５（第３０条の２の２関係） 

 

養 育 状 況 変 更 届 

 

年   月   日提出 

 

（承認権者） 

                  殿 

 

 
所 属 

職務名 

氏 名  

 

次のとおり 子育て部分休暇 に係る子の養育の状況について変更が生じたので届け出ます。 

 

１ 届 出 の 事 由 

□ 子育て部分休暇に係る子を養育しなくなった 

□ 同居しなくなった □ 負傷・疾病 □ その他（           ） 

□ 子育て部分休暇に係る子が死亡した 

□ 子育て部分休暇に係る子と離縁した 

□ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が取り消された 

□ 子育て部分休暇に係る子との親族関係が特別養子縁組により終了した 

□ 子育て部分休暇に係る子についての民法第８１７条の２第１項の規定による請求に係る家

事審判事件が終了した 

□ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が成立しないまま児童福祉法第２７条第１項第３号

の規定による措置が解除された 

□ 条例第１８条の３第１項に規定する障害者又は障害児である子育て部分休暇に係る子が当

該障害者又は障害児でなくなった 

□ その他（                                    ） 

２ 届出事由が発生した日 

    年   月   日 

 

（注） 該当する□にはレ印を記入すること。 



別記様式第１２号の２様式（第３５条の２関係) 

 

子育て部分休暇承認申請書 

 

年   月   日提出 

 

（承認権者） 

                  殿 

請

求

者 

所 属 

職務名 

氏 名             

 次のとおり子育て部分休暇の承認を申請します。 

1 申請に係る子 

氏 名   

続 柄 等   

生年月日 年   月   日 

２ 申請期間及び

時間 

期 間 時 間 

年  月  日から 

 

年  月  日まで 

 

□ 毎日 

 

□ その他 

(     ) 

午前  時  分から 

    時  分まで 

午後  時  分から 

    時  分まで 

年  月  日から 

 

年  月  日まで 

 

□ 毎日 

 

□ その他 

(     ) 

午前  時  分から 

    時  分まで 

午後  時  分から 

    時  分まで 

３ 備 考   

 

注１ 申請に当たっては、母子健康手帳等を提示すること。 

 ２ 該当する□にはレ印を記入すること。 



別記様式第１２号の３（第３５条の２関係） 

 

子育て部分休暇承認取消申請書  

 

年  月分 

 

（承認権者） 

                  殿 

所属 

職務名 

氏名 

 次のとおり子育て部分休暇の承認の取消しを申請します。 

日

付 

休暇の承認を取り消された時間 

時 間 数 
承 認 

権 者 
担当者 備 考 

午 前 午 後 

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

   時  分から 

  時  分まで 

  時  分から 

  時  分まで 

時間 

分 

   

     月    間     計 時間 

分 

   

 



別記様式第１２号の４（第３５条の２関係） 

 

養 育 状 況 変 更 届 

 

年   月   日提出 

 

（承認権者） 

                  殿 

 

 
所 属 

職務名 

氏 名  

 

次のとおり 子育て部分休暇 に係る子の養育の状況について変更が生じたので届け出ます。 

 

１ 届 出 の 事 由 

□ 子育て部分休暇に係る子を養育しなくなった 

□ 同居しなくなった □ 負傷・疾病 □ その他（           ） 

□ 子育て部分休暇に係る子が死亡した 

□ 子育て部分休暇に係る子と離縁した 

□ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が取り消された 

□ 子育て部分休暇に係る子との親族関係が特別養子縁組により終了した 

□ 子育て部分休暇に係る子についての民法第８１７条の２第１項の規定による請求に係る家

事審判事件が終了した 

□ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が成立しないまま児童福祉法第２７条第１項第３号

の規定による措置が解除された 

□ 条例第１９条の２第１項に規定する障害者又は障害児である子育て部分休暇に係る子が当

該障害者又は障害児でなくなった 

□ その他（                                    ） 

２ 届出事由が発生した日 

    年   月   日 

 

（注） 該当する□にはレ印を記入すること。 


